
私は新潟県の県北村上市（神林村）で稲作

の生産を基本に経営している農業者です。70ａ

の農地を所有している者が、今では借地農業

を展開して、経営面積は個人、法人あわせて

約40haで、販売委託を合わせると200ha強を

認定方針作成者として預かっています。

私は、東京で会社勤めをした後、昭和56年

に30歳で本格的に農業に参入しました。日本

の食生活は、経済の高度成長と共に目まぐる

しく変化しました。現在の日本の食糧需給状

況は先進国中で最低の39％です。これが今日

いろいろな問題を引き起こしています。ごく

最近では、中国の餃子が全国を驚かせました

が、その関連報道を見聞きして、中国に対す

る依存度が大きすぎることに驚かされていま

す。こんな状況が今後も続くのでしょうか。

私が一番懸念するのは、自給率が下がるこ

とで、日本の国土が誰の手で保全管理がなさ

れていくのか，です。国土の大半の森林を維

持管理しているのは林業に携わる方々です

が、国産材が高いので外国から輸入し、そし

て林業の衰退があちらこちらで叫ばれていま

す。確かに安くて良い製品があれば好ましい

ことだと思いますが、違う角度で少し考える

必要があるのではないでしょうか。

耕種農業についても例外ではなく、後継者、

担い手不足が深刻化してきました。それが背

景になって平成16年からスタートしたのが

「米政策改革大綱」です。さらに19年度から

は第二段階として、「品目横断的経営安定対

策」があるべき姿をめざしスタートし、担い

手に対する施策が加速するはずだったのが

様々な理由で思ったような加速ができなくな

った様です。

私も立場上、いろいろな場面で農水省の

方々の話を聞く機会が多くあり、新制度に対

する強い思いが伝わってきます。だが我々生

産現場にいる人間にはその思いが伝わりにく

く、誤解すら発生してしまっています。正し

く理解をするためには、同じ内容の説明を一

度や二度聞くだけでは無理で、何度も繰り返

し聞くことで理解できると思います。

今各地の農協は広域的な合併が進んでき

て、農家との距離がどんどん離れている様な

気がします。農協が真剣に「農家」「担い手」

のことを考えてやらないと農協離れが進むこ

とになり、やがて農業基盤維持が困難になる

のではないでしょうか。

それぞれの地域をよく理解したリーダーが

核となり、信頼を構築して地域農業の牽引役

になることが求められています。そのリーダ

ーと関係を密にすることにより農業の基盤が

安定することと思います。農業経営を経済の

原則に当てはめることはある程度必要です

が、自然を相手に経営展開している農業には

なじみにくい部分があります。

確かに日本の商工業が高度成長してきたこ

とで国全体がその恩恵を受けたことは事実で

すが、「快適」「便利」「楽」を求めることに

より、自然が失われていくように思います。

19年産の米価の下落により、全国の大事な

担い手の経営状況が悪化しています。農業経

営と「環境保全」「国土保全」が同時進行し

ている事実を消費者の方々に理解していただ

きたい、と強く感じております。農産物の価

格には「国土保全」「環境保全」の費用も含

まれていることを。

（さとう　まさし）
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